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(写真）左から鴨川仁（東京学芸大准教
授）、齋藤将監（東京学芸大 B４）、鈴木
裕子（同M1）、庄司智美（同B4）、小野
一樹（早稲田大M1）の各氏。 
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立教新座中学校・高等学校  古田 豊 

(写真上)鴨川准教授らによる夜間高高度発光現象観測。 

(写真下)測候所に取り付けられる定点モノクロカメラ。 

8 月 6 日には世界でもまれとされている巨大ジェット

（Gigantic Jets）の撮影に２回も成功した。 
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三井物産環境基金は、2005年 7月、持続可能な社会の実現を目指して、地球環境問

題の解決に向けた NPO や大学などのさまざまな活動・研究を支援・促進するために

立ち上げられました。 

助成事業-1                                              三井物産環境基金 

東向きカメラ（写真右）の御来光とともに西向きカメラ（写真左）で影富士
が見える状態が毎早朝15分から30分続きました。写真の映像は2014年
７月25日午前5時20分撮影。 

（写真左）模型ヘリコプターの飛行実験をする古田豊教諭（立教新座中高）
（写真右）一酸化炭素やオゾンなどの成分を観測する加藤俊吾准教授（首都
大学東京） 

（写真）早期開所に向けて連日上山し、例年にない大雪と格闘する山頂班。
６月24日撮影。 

（写真左）山頂庁舎の雨漏り補修を行う宮城公博班員（写真右）山頂銀明館
付近で発見された埋設ケーブルの応急処置をする岩崎洋班長 
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活動ドキュメント２０１４ 
 
富士山測候所を活用する会の 

365日を追って 
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●富士山頂における長期二酸化炭素濃度観測/向井人史（国立環境研究所）●富士山頂にお富士山頂における一酸化炭素,オゾン,二酸化硫黄の夏季の長

期測定/加藤俊吾（首都大学東京）●富士山体を利用した自由対流圏高度におけるエアロゾル－雲―-降水相互作用の観測/大河内博（早稲田大学）●富士山山頂にお

ける窒素酸化物の観測/和田龍一(帝京科学大学) ●富士山体を利用したエアロゾルの気候影響の研究-ラドン・イオンで気候変化を探る-/三浦和彦（東京理科大学)  

●富士山における大気中水銀の連続観測と同期する大気汚染物質の観測及び湿性降下物中の水銀/永淵修（滋賀県立大学）●富士山頂における宇宙線中性子モニタリ

ング/矢島千秋（放射線医学総合研究所）●富士山山頂における雷研究/鴨川 仁（東京学芸大学）●富士山測候所と山麓を繋ぐ接地線に流れる雷電流観測/安本（ANTEC) 

●富士山の永久凍土研究：研究の第二段階/池田 敦（筑波大学）●富士山頂において歩行バランスに与える影響/井手里香（都立大塚病院）●夜間睡眠の状態が急性

高山病に及ぼす影響/堀内雅弘(富士山科学研究所) ●富士山頂で貯蔵した農畜産物の品質変化/稲津成孝（ふじのくに地域政策研究所） 

●イオン液体の電気化学的物性の溶存気体濃度依存性に関する研究/西 直哉（京都大学）●富士山の形成過程/藤本 光一郎（東京学芸大学）●

富士山頂の極地高所環境を活用した模擬衛星Fuji-Satプロジェクト/川本 直樹（創価大学）●富士山山頂域における蘚苔類の繁殖様式を把握するための植生試料の

採取/伊村 智（国立極地研究所） 

●「理科準備室へようこそ」～富士山頂での教材開発Ⅲ～ /古田 豊（立教新座中学校・高等学校）●高所訓練及び富士山学校科学講座「日本一高い場

所での”高山病”の話」/浅野勝己（筑波大学）●富士山旧測候所を利用した通信の可能性について/吉田智将（ＫＤＤＩ株式会社） 
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助成事業-2                                          日本郵便株式会社 

日本郵便株式会社は、寄付金付年賀はがきの寄附金を、総務大
臣の認可を経て、公募にもとづいて法律で定められた10種別の

事業を行う全国各地の多くの団体に配分し、地域および社会の
発展、環境保全に大きく貢献しています 

 

Al：アルミニウム，V：バナジウム，Cr：クロム，Mn：マンガン，
Fe：鉄，Ni：ニッケル，Cu：銅，Zn：亜鉛， 
As：ひ素，Se：セレン，Cd：カドミウム，Hg：水銀，Pb：鉛 

 
（写真左上）左から皆巳幸也（石川県立大准教授）、山之越恵理 
（早稲田大M2），朝井大介（同M2）、生越正文（山頂班長） 

（写真左下）山頂で雲水を採取する皆巳幸也の各氏 

日本の自然環境・生活環境を保全するための富士山頂を利用した越境酸性雨観測事業 

＊平成26年度年賀寄附金配分事業 

 (写真） 海底ならぬ海抜3700㍍付近で土中から

露出しているのが発見された送電線ケーブル 
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公益財団法人 粟井英朗環境財団                                            助成事業-3  

粟井英朗環境財団は、持続可能な社会の実現を目指すために、

環境保全及び水資源保全を行い、地域に密着して経済発展にも
貢献すべく、自ら環境保全活動を実施すると共に、環境保全活動
を実施するグループへの公募助成及び支援を行っています。 

（写真）左から黒島碩人（早稲田大Ｍ2），大河内博（同教授），

松永昂樹（同Ｍ1）の各氏。富士山五合目にて。 

＊公益財団法人粟井英朗環境財団 平成26年度助成 
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  「
山
頂
班
作
業
日
報
」 

ひ
ろ
い
読
み 

富士山測候所を活用する会は、７月29日付で、東京都から待望の仮認定ＮＰＯ法人として認定されました。富士山測候所を活用する会は、７月２９日付で、東京都から待望の仮認定NPO法人として認定されました。富士山測候所を活用する会は、７月２９日付で、東京都から待 
    

夏
の
60
日
間
、
シ
フ
ト
勤
務
で
研
究
観
測

の
支
援
に
あ
た
る
山
頂
班
の
業
務
は
、
台
風

や
雷
接
近
へ
の
対
応
、
高
山
病
の
研
究
者
の

ケ
ア
、
庁
舎
や
登
山
道
の
補
修
、
汚
物
処
理

な
ど
想
像
以
上
に
広
範
だ
。
そ
ん
な
毎
日
の

勤
務
の
終
わ
り
に
書
く
「
山
頂
班
作
業
日
報
」

の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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